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【今月の表紙】�みよし台在住の草川さん。こぶしの花が咲き始めたと聞き、春休みに遊びに来た孫たちを竹間

沢のこぶしの里へ案内。「三芳にもこんなに綺麗な場所があるんだよ」と優しいまなざしで孫た

ちに語りかける言葉は、受け継がれてきた三芳の自然の魅力を、次の世代へつなぎます。

宝
を
、
未
来
へ
。



三芳町の宝を、
未来へつなぐ。

林 伊佐雄
三芳町長

平成 30 年度　三芳町施政方針

３つの町政運営の
基本方針

平成 30年 3月 1日、第 2回
三芳町議会定例会で林伊佐雄町
長から施政方針が発表されまし
た。その中から、まちの進む未
来や今後の取り組みをお伝えし
ます。

POINT
M

IYO
SHI TO

W
N

業
遺
産
の
認
定
、
よ
み
愛
・
読
書
の

ま
ち
宣
言
、
健
康
長
寿
事
業
な
ど
、

そ
し
て
何
よ
り
も
町
の
様
々
な
課
題

を
住
民
と
共
に
解
決
し
て
き
た
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
本
は
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
、
多
く
の
難
し
い
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、

魅
力
と
活
力
あ
る
町
を
創
り
、
住
民

の
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
す
る
地
方

自
治
体
の
責
任
は
、
以
前
に
も
ま
し

て
重
く
、
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
未

来
は
予
測
で
き
ず
、
ど
の
よ
う
な
困

難
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、支
え
合
い
、連
携
し
、

協
働
す
る
こ
と
で
、
必
ず
目
的
地
に

到
達
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

町
政
運
営
の
基
本
方
針

　
今
年
度
は
第
5
次
総
合
計
画
の
3

年
目
に
あ
た
り
、
前
期
計
画
の
検
証

と
並
行
し
て
さ
ら
な
る
進
捗
に
力
を

注
ぎ
、「
愛
す
る
ふ
る
さ
と
三
芳
町
」

に
向
け
て
着
実
に
成
果
を
残
さ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
フ
ル
化
の
着
工
、
武

蔵
野
の
落
ち
葉
堆
肥
農
法
の
日
本
農

業
遺
産
認
定
、
健
康
長
寿
事
業
の
優

秀
市
町
村
表
彰
、
緑
の
ト
ラ
ス
ト
14

号
地
の
オ
ー
プ
ン
、
新
た
な
交
通
施

策
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
タ
リ
ン
グ

ジ
ャ
ヤ
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
、
企

業
誘
致
・
留
置
な
ど
、
様
々
な
成
果

を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
行
財
政
改
革
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
行
財
政
改

大
き
く
評
価
さ
れ
た
町

昨
年
11
月
20
日
、
地
方
自
治
法

施
行
70
周
年
記
念
式
典
に
お

い
て
三
芳
町
は
総
務
大
臣
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。
自
ら
の
創
意
工
夫
に

よ
り
優
れ
た
施
策
を
実
施
し
、
地
方

自
治
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
た
と
い

う
理
由
で
す
。

　
特
に
、
自
治
体
広
報
紙
の
常
識
を

覆
す
広
報
み
よ
し
の
作
成
、
日
本
農

革
を
最
重
要
施
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
経
常
収
支
比
率
や

基
金
残
高
の
改
善
な
ど
の
成
果
が
現

れ
始
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
行
財

政
改
革
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
ま
ち

づ
く
り
が
委
縮
し
、
町
政
運
営
を
停

滞
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
未
来
の

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
や
投
資
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
皆
さ
ま
と
の
約
束
に

コ
ミ
ッ
ト
し
、
夢
を
か
た
ち
に
、
計

画
を
実
行
に
移
し
、
三
芳
町
を
さ
ら

に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
成
長
発
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

未来に“つなぐ”まちづくり
～三芳の宝、歴史・文化・自然の継承

常在維新
～日に新たにチャレンジを

未来を創る“ＭＩＹＯＳＨＩオリンピアード”
～オリンピズムによる“まちづくりムーブメント”

日本農業遺産に認定された
「武蔵野の落ち葉堆肥農法」、
車人形をはじめとした伝統的
な芸能文化、評価の高い広報
紙作り、子ども読書活動、健
康長寿事業、マレーシアとの
国際交流、協働のまちづく
り、みよしまつりや産業祭な
ど、三芳町の宝を未来に継承

する、「つなぐ」ことが、ま
ちづくりの重要なテーマであ
ると考えます。

2020 年の東京オリンピッ
ク・パラリンピックは、三芳
の未来を変え、新たな生き
方を創造する大きなチャンス
です。今年度から 2020 年ま
での期間を、スポーツと文
化、教育などを融合させ、新
たな生き方の創造をめざす
「MIYOSHI オリンピアード」

と位置付け、事前キャンプの誘
致、幅広い分野での地域の連
携によって世界とつながります。

維新とは「維（これ）新たな
り」。まちづくりの重要なテー
マが「つなぐ」ことだとした
ら、一方で日々新たに常に自
己を新しくしていくことが求
められます。絶えず「常在」
チャレンジしていくことが、
三芳町の宝を未来につなぐこ
とになり、その変革がさらな

る発展を生成します。新たな
事業を展開し、チャレンジし
ていきます。

小さなころから「愛するふるさと
三芳町」の心を育み、町への愛着
を高めていきます。
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協働のまちづくり学校施設の整備芸術文化のまちづくり

子育て応援

誰もが活躍できるまち安心の学校生活心豊かで充実した人生

安心して健やかに

高齢者の 8 割は元気な高齢者。社
会活動の対象者の掘り起こしを行
うアクティブシニア・アプローチ
事業などにより、豊かな知識や経
験を生かして活躍できる環境を作
ります。加えて、女性のさらなる
社会進出、地域コミュニティの拠
点や災害時の一時避難所である集
会所の計画的な更新も行います。

安心して学校生活を送り、確かな
学力、豊かな心、健やかな体を育
むことができるように、学校の施
設・設備の改修や修繕を計画的に
行います。また、衛生面や社会で
洋式化が進んでいる現状を踏ま
え、今年度は三芳小学校・唐沢小
学校の洋式トイレの整備の設計を
行います。

これまでロビーコンサートやアウ
トリーチ活動を進めてきた芸術文
化について、今年度はこれからの
芸術文化のまちづくりの指針とな
る「（仮称）芸術文化のまちづく
り条例」を策定します。また、芸
術文化支援事業およびポータルサ
イトを用いた情報発信も引き続き
行います。

新たな子育て応援事業「“よみ愛”
ブック LOVE」として、子育ての
道標となる絵本・CD を配布し、

「よみ愛・読書のまち」を進める
三芳町ならではの子育て支援に努
めます。また、4 か所目の子育て
支援センターの開設により、子育
て相談や保護者同士の交流の場を
充実させます。

①
み
ん
な
で
　
　
　
　
　

　
　
　
未
来
を
拓
く
ま
ち

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、

活
躍
で
き
る
よ
う
創
造
性
豊
か
な
人
材

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。
み
ら
い
の
ぞ

み
学
校
創
造
支
援
事
業
、
英
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
す
べ
て
の
小
中
学
校

へ
の
配
置
、
特
別
支
援
学
級
介
助
員
の

増
員
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
に

就
学
が
困
難
な
家
庭
へ
の
負
担
の
軽
減

に
よ
り
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
で
充

実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
、
生
涯
に
わ

た
り
、
様
々
な
学
び
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
文
化
財
の
保
護
や

芸
術
文
化・ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
ま
す
。

②
安
全
安
心
で
　
　
　
　

　
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
相
談

支
援
の
高
い
技
術
を
持
っ
た
職
員
を
配

置
し
た
基
幹
型
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
、
聴
覚
障
が
い
者
緊
急
対
応
シ
ス

テ
ム
事
業
、
初
め
て
の
手
話
講
座
を
継

続
し
ま
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
災
害
時

に
備
え
、
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
連
携
避
難
訓

練
の
継
続
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
移
行
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自

転
車
利
用
へ
の
安
全
意
識
の
向
上
を
め

ざ
し
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
事
故
現
場
を

再
現
す
る
ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
ー
ト
教

室
を
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月
に

第
2
保
育
所
の
移
管
先
法
人
が
決
ま

世界のMIYOSHIへ。国際交流の充実

個々がいきいきと輝くまちづくりを進める
ために欠かせない人と人との交流。町の

文化を発信し、認められることで、三芳の魅力
を再発見し、これまで以上に地域に愛着を持つ
ことにつながります。また、国境を超えたやり
取りが盛んになる中、国際的な交流を通じて、
町の文化向上を図るとともに、地域に根差した
国際的な人材育成が求められています。このた
め、昨年１２月にマレーシア ペタリングジャヤ
市と姉妹都市提携を行い、文化・芸術をはじめ
様々な分野で国際交流を進めることにしました。

国際交流事業
　今年度は、姉妹都市提携記念事業としてペタ
リングジャヤ市の舞踊家を招待し、文化交流を
図るフェスティバルを開催、三芳町からは、ペ

タリングジャヤ市のフォークロアフェスティバ
ルに訪問団を派遣します。
　また、ペタリングジャヤ市が主催する研修プ
ログラムへ中学生を派遣するとともに、アジア
パシフィックスマートスクールとの教員相互交
流を行い、様々な体験や交流を通じて、異文化
理解を促し、国際感覚を向上させます。

MIYOSHI オリンピアード
　２０２０年の東京オリンピック・パラリン
ピックに向け、“ＭＩＹＯＳＨＩオリンピアー
ド”～オリンピズムによる“まちづくりムーブ
メント”～として、事前キャンプ誘致やホスト
タウン認定に取り組みます。また、海外のスポー
ツ選手と住民との交流などを実施し、国際交流
やスポーツへの関心の向上に努めます。

町の進む未来
主要事業紹介
新たに始まる事業も含め、平成 30 年度の主な事
業を紹介します。

財政読本の作成
町財政をわかりやすく

未来のまちづくりを担う人材育成
に向けて公民館事業として行って
きた「中学生が学ぶ町財政」を引
き続き実施し、全校に拡大します。
この成果を踏まえ、町の財政をわ
かりやすく解説した財政読本を発
行し、財政情報を共有して持続可
能なまちづくりを共に進めていき
ます。

よみ愛・読書のまち
豊かな読書活動

平成 28 年度に制作した絵本「お
いしくなあれ富のいも」は入手希
望が相次ぎ、増刷。第 2 弾として
竹間沢車人形をテーマに新たな絵
本を制作します。引き続き、家読、
読み聞かせなどの読書活動が活発
に展開される「よみ愛・読書のま
ち」を推進し、読書の喜びを共有
できるまちづくりを進めます。
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道路整備
安全安心な通行

道路改良事業として、幹線 21 号
線とみよし台 2 号線の改良工事を
行います。また、町道幹線 1 号線
道路修繕工事のほか、6 路線の修
繕、部分舗装等を実施します。歩
道については主要幹線の交差点
25 か所の交通量調査をし、計画
的な歩道整備の指針となる歩道整
備計画の策定準備をします。

日本農業遺産
伝統農法を身近に体験

三芳町で受け継がれている「武蔵
野の落ち葉堆肥農法」は、昨年 3
月に日本農業遺産に認定されまし
た。今年度は日本農業遺産を地域
ブランドとして活用し、役場庁舎
内に各地の農業遺産を紹介する拠
点を作るほか、農業体験や学習を
通じて農業遺産を体感できる日本
農業遺産農業塾を開設します。

緑のトラスト 14号地
三芳の自然に愛着を

藤久保の緑のトラスト保全第 14
号地は、森林の保全や散策路の設
置を行い、正式オープンします。
幅広い世代が利用できる場とし
て、ネイチャーイベントなど体験
事業を行います。さらに、生物多
様性や先人の知恵・歴史を学ぶ場
として、今後、環境教育プログラ
ムを行います。

高齢者支援 健康長寿

スマート IC

公園整備
生きがい・楽しく暮らす 食べて！健康プロジェクト

フル化および車種拡大

ゆとりと潤いの空間
医療・介護・介護予防・住まい・
生活支援を総合的に行う地域包括
ケアシステムの構築をめざしま
す。また、地域の支えあい、介護
予防教室、みよしいもっこ体操、
認知症カフェ、認知症サポーター
養成講座を引き続き行い、高齢者
が生きがいをもって、楽しく暮ら
せるまちづくりを進めます。

3 年にわたり実施した健康長寿事
業は 2,000 人を超える参加があ
り、医療費が低減するなど大きな
成果をあげました。今年度は「み
よし野菜 食べて！健康プロジェ
クト」として、大学や企業と連携
し、野菜の摂取や筋力トレーニン
グにより健康的な生活に向けて改
善をめざします。

関越自動車道三芳スマート IC の
フル化・車種拡大については、ア
クセス道路の整備に着手すると
ともに、引き続き NEXCO 東日
本や県土地開発公社と連携しなが
ら、用地交渉を進めていきます。
今年度は用地買収が完了した箇所
から順次、工事に着手していきま
す。

これまでに土地区画整理事業で 5
か所の公園を整備してきました。
今年度は、北松原第 3 公園の実
施設計を行い、平成 31 年度オー
プンに向けて準備を進めます。ま
た、夏にはホタルを鑑賞すること
ができ、住民の憩いの場所でもあ
る「こぶしの里」の改修工事を行
います。

り
、
平
成
31
年
度
に
円
滑
に
移
行
で
き

る
よ
う
準
備
し
ま
す
。
学
童
保
育
室
や

児
童
館
の
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
子
育
て
の
不
安
や
虐
待
防
止
に
努

め
ま
す
。

　
歳
入
確
保
や
地
域
産
業
の
活
性
化
に

着
実
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
は
、
多
様
な
謝
礼
品
を
用
意
す

る
な
ど
魅
力
を
高
め
、
平
成
29
年
度
は

前
年
度
を
大
き
く
上
回
る
2
億
円
以
上

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
寄

附
は
貴
重
な
財
源
と
し
て
有
効
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

③
緑
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た   

　    

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　
情
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
め
ざ

し
、
耳
の
不
自
由
な
人
や
パ
ソ
コ
ン
に

不
慣
れ
な
人
に
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
お

知
ら
せ
や
災
害
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

お
届
け
す
る
テ
レ
ビ
埼
玉
を
活
用
し
た

デ
ー
タ
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

　
町
が
進
め
て
き
た
企
業
誘
致
は
、
昨

年
12
月
に
は
「
み
ど
り
共
生
産
業
ゾ
ー

ン
」
へ
の
進
出
第
1
号
と
な
る
流
通
業

務
施
設
の
新
規
立
地
が
決
定
す
る
な
ど
、

着
実
に
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

企
業
が
立
地
す
る
用
地
を
確
保
す
る
た

め
、
工
業
系
エ
リ
ア
の
利
活
用
に
向
け

て
地
域
や
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
ま

す
。
企
業
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

企
業
留
置
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
農
業
で
は
、
観
光
産
業
な
ど
幅

広
い
分
野
と
地
域
農
業
を
組
み
合
わ
せ

た
「
6
次
産
業+
（
プ
ラ
ス
）」
を
引

き
続
き
実
施
し
、
地
域
産
業
の
振
興
と

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
ま

す
。「
み
よ
し
野
菜
」
の
消
費
拡
大
や

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
に
よ
り
、
地
域
の

農
業
の
強
み
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

　
限
り
あ
る
資
源
を
有
意
義
に
活
用
し

て
い
く
た
め
、
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町

環
境
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
新
た
に
す

べ
て
の
小
学
校
4
年
生
を
対
象
に
廃
棄

物
処
理
施
設
の
見
学
や
環
境
の
体
験
型

学
習
を
行
い
ま
す
。
環
境
問
題
へ
の
意

識
を
高
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

賑わいバザール公園
新たなビジネスを創出

西の玄関口として整備をめざす
（仮称）三芳バザール賑わい公園
構想は、スマート IC を活用した
地域活性化の拠点となることか
ら、基本構想策定に向けて事業手
法や施設機能の調査を進めまし
た。今年度は事業公募に必要な施
設条件等を整理した基本計画を策
定します。

むすびに「勇往邁進」

　大きな目標に向かって、困難をも
のともせず、脇目もふらずに進んで
いくという意味です。
　東入間青年会議所の理事長が、今
年のまちづくり運動の基本理念に掲
げた言葉です。理事長の所信から熱
き想いとエネルギーがひしひしと伝
わり、この言葉が雷鳴のごとく全身
を駆け抜けました。若きリーダーか
ら若きエネルギーと情熱をいただき
ました。
　この「勇往邁進」なくして困難や
障害を突破し、物事を成就させるこ
とはできない。まちづくりも同様で
す。今年一年、この言葉を座右に三
芳町の発展、住民の皆さまの幸せの
ためにまちづくりに励んでまいりま
す。
　住民の皆さま並びに議員各位にお
かれましては、なお一層のご理解と
ご協力を賜りますよう重ねてお願い
申し上げ、私の平成 30 年度施政方
針といたします。

―平成 30 年度施政方針より―

施政方針の詳細は、町の
ホームページをご確認く
ださい。

�↑3月1日に行われた議会冒頭で、町
長が施政方針を表明しました。

藤久保地域拠点
基本構想の策定

藤久保小学校を含めた藤久保地域
の公共施設を複合化する計画につ
いては、これまでワークショップ
やまちづくり懇話会を開催し、住
民の意見を集めてきました。今年
度は集めた意見を反映させ、今後
の公共施設のあるべき姿や方向性
を整理するために、基本構想を策
定します。

公共交通補助
“移動”の負担減

町内を循環するライフバスやド
ア to ドアで便利なタクシー。公
共交通は生活に欠かせないものと
なっています。75 歳以上の人に
利用料金を補助し、移動にかかる
費用の負担を軽減します。また、
運転免許を返納した高齢者への公
共交通利用補助についても継続し
て行います。
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今
日
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

構
造
の
変
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
発
達
と
普
及
に
よ
り
、
教
育

を
取
り
巻
く
社
会
の
状
況
は
激
し
く

２つの基本方針に基づき、生きる力をはぐくみ、ぬくもりのある豊かな地域

社会を拓いていきます。

　　「未来を拓く学びの力」
変化の激しい社会を主体的に生きるための知性を高め、心身ともに健康で感

性豊かな心と創造性をはぐくみ、志を持って自らの未来を切り拓くたくまし

い人間を育成します。

　　「生涯にわたる学びと活動の場」
すべての住民が、みどり豊かな「ふるさと三芳」に誇りと愛着を持ち、豊か

な人生を送るため、生涯にわたって主体的に学び、その成果を生かすことの

できる活力ある生涯学習社会をめざします。

未来を拓く学びの力 未来を拓く学びの力 未来を拓く学びの力 未来を拓く学びの力

質の高い
学校教育の推進 安心・安全な

教育環境の整備

豊かな知性と感性をはぐくむ三芳教育

教職員研修の充実や、適正な人事評価に
より、教職員の資質能力の向上を図り、
学校の教育目標の実現に向け、学校の教
育力が最大限に発揮できるよう努めます。
教材教具や学校図書館等の学習環境の整
備・充実を進めます。学校としての説明
責任を果たし、コミュニティ・スクール
の導入を視野に入れて、家庭や地域社会
との連携を深めるとともに、「みらいのぞ
み学校創造支援事業」を一層推進して、
特色ある教育活動を展開します。

１　教職員の資質能力の向上
２　�学習環境の整備・充実
３　�学校・家庭・地域が一体となった教
育の推進

学校施設の充実や、安全点検の徹底に
より、児童生徒が安心・安全に生活で
きる教育環境を整備します。安全教育
の推進や、教職員の危機管理能力の向
上を図り、危機管理体制を充実させま
す。学校応援団等と連携し、登下校の
見守りや地域パトロールなど、地域ぐ
るみで学校安全を推進します。安全で
豊かな学校給食を提供するため、衛生
管理を徹底し、地場産野菜を積極的に
取り入れ、地産地消を推進するととも
に、栄養教諭等が学校で指導を行うな
ど、学校給食の充実に取り組みます。

１　子どもたちの安心・安全の確保
２　学校給食の充実

豊かな人間性や社会性をはぐくみ、よ
りよく生きるための基盤となる道徳性
を養うため、道徳・人権教育、発達段
階に応じた体験活動を充実させます。
望ましい成長と自己実現を支援するた
め、積極的な生徒指導や教育相談活動
を推進します。生涯にわたり健康で安
全な生活を送ることができるように、
体力の向上、健康教育や食の指導を推
進します。

１　豊かな心をはぐくむ教育の推進
２　教育相談・生徒指導の充実
３　人権を尊重した教育の推進�
４　�体力の向上と学校体育・健康教育
の推進

一人ひとりの学力の定着度や伸び、学習
意欲を把握し、深い視点に立った授業改
善等により、「確かな学力」を定着させます。
小中学校が連携し、9年間を見通した学習・
生徒指導に取り組みます。時代の変化に
対応し、社会的に自立するグローバルな
人材の育成、一人ひとりのニーズに応じた
教育を行います。予測困難な時代に新しい
社会を自ら創造できる教育を推進します。

１　確かな学力の育成
２　�伝統と文化を尊重しグローバル化
に対応する教育の推進

３　時代の変化に対応する教育の推進
４　進路指導・キャリア教育の推進
５　特別支援教育の推進 たしかな学力

ゆたかなココロ

すこやかなからだ

三芳町の教育について、重点的に実施する施策をご紹介します。
問 教育総務課（内線 533）

平成 30年度　教育行政重点施策education
1 1 1 1

文化財の保護と
郷土学習の推進

ふるさとの貴重な財産である文化財を保
護するためには、その価値を正しく認識
し、文化財を大切に思う心をはぐくむこ
とが重要です。文化財の調査研究を進
め、その成果を基に町指定文化財とし
て保護を図るとともに、資料館や旧島田
家住宅における展示事業の充実を図りま
す。また、子どもたちの感性をはぐくむ
車人形やお囃子などの体験活動を推進
し、郷土芸能の後継者育成を支援します。

１　文化財の保存と活用
２　�資料館活動の充実

２

多目的広場等の屋外スポーツ施設等を
整備するなど、指定管理者による管理
運営の充実と積極的な事業を展開し、
民間ノウハウを生かした満足度の高い
住民サービスの提供を図ります。また、
地域指導者の育成を進め、関係機関や
団体と連携を図り、地域のスポーツ・
レクリエーション活動の支援を行いま
す。

１　�スポーツ・レクリエーション活動の推
進と健康づくり

２　�スポーツ指導者の育成とスポーツ
活動支援

社会教育活動などの

推進

生涯学習社会の構築をめざし、主体的な
学習・文化活動を進めるために、コミュ
ニティの維持・形成や各施設とのさらな
る連携を図り、豊かな地域をつくっていく
ために様々な取り組みを進めます。また、
「よみ愛・読書のまち」を推進し、生涯に
わたり様々な場所で読書の喜びが共有で
きるまちづくりを展開します。

１　社会教育活動の充実
２　人権教育活動の推進
３　公民館活動の充実
４　�図書館サービスの充実と読書活動の推進
５　芸術文化活動の推進

三芳の教育

変
化
し
て
い
ま
す
。

　
自
ら
の
力
で
人
生
を
切
り
拓
き
、
幸

福
な
生
涯
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
生
き
る
力

を
一
層
伸
ば
し
、
豊
か
な
人
間
関
係
や

学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
結
び
付
き

な
ど
、
絆
を
深
め
る
教
育
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
社
会
全
体
が

一
つ
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く

み
、
そ
の
能
力
と
可
能
性
を
開
花
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
住
民
が
豊
か
で
ゆ

と
り
の
あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に
、
学

習
・
文
化
活
動
を
通
し
て
生
涯
に
わ
た

り
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
備
し
、
ふ
る
さ
と
三
芳
の
豊
か
な

自
然
や
伝
統
文
化
に
誇
り
と
愛
着
を
持

て
る
よ
う
に
、
文
化
財
や
地
域
の
歴
史

等
に
親
し
め
る
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、
教
育
委
員

会
で
は
、「
第
２
期
三
芳
町
教
育
振
興

基
本
計
画
（
平
成
28
～
35
年
度
）」
を

策
定
し
、
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、

様
々
な
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
実
施
３
年
目
に
当
た

り
、
計
画
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
基
本
目
標
と
施
策
に
応
じ
た
重

点
的
な
取
組
を
定
め
、「
平
成
30
年
度

教
育
行
政
重
点
施
策
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

豊かな心と
健やかな体の育成確かな学力と

自立する力の育成

青少年が生き生きと成長していくこと
を願い、保護者に対して家庭教育の在
り方についての学習や子育てに関する
情報提供を充実させ、家庭の教育力を
高めるために各種事業を実施していき
ます。また、学校・家庭・地域が連携、
協働のもと、青少年の安全を地域全体
で支えていけるような仕組みを作るた
めに、コミュニティの維持・形成を図り、
地域の教育力の向上をめざします。

１　家庭教育支援
２　青少年健全育成活動の推進

生涯にわたる学びと活動の場２ 生涯にわたる学びと活動の場２ 生涯にわたる学びと活動の場２ 生涯にわたる学びと活動の場２

家庭・地域の
教育力の向上

1

スポーツ・
レクリエーションの推進
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一般会計の歳入

町では、厳しい財政状況の中、限られた財源を活かしサービスを
行っています。税金がどのように活かされているのか。
平成 30年度予算案の概要をご報告します。 財務課 415

平成 30 年度 

民生費（35.2％）
41 億 4,974 万 7 千円

公債費（13.4％）
15億 7,609 万円

総務費（14.2％）
16億 7,812 万 8千円

教育費（10.0％）
11億 7,658 万 8千円

土木費（10.5％）
12億 3,937 万 6千円

衛生費（7.1％）
8億 4,209 万 1千円

消防費（5.6％）
6億 6,557 万 7千円

その他（1.2％）
1億 4,350 万円

諸支出金（1.7％）
2億 33万円

議会費（1.1％）
1億 2,857 万 3千円

厳
し
い
財
政
状
況

　

町
の
財
政
状
況
は
、
町
税
の
増
収

が
見
込
ま
れ
、
回
復
傾
向
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
厳
し
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
30
年
度
三

芳
町
一
般
会
計
予
算
案
を
作
成
し
議

会
に
上
程
し
ま
し
た
。
予
算
が
決
定

す
る
こ
と
は
、
町
が
行
っ
て
い
く
事

業
を
決
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
予
算
案
を
公
開
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

　

町
の
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
収
は

増
加
し
た
も
の
の
、今
後
も
「
福
祉
・

医
療
・
介
護
」
な
ど
の
社
会
保
障
経

費
や
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
の

将
来
負
担
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
将
来
負
担
を
見
据
え
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
あ
っ
て
も
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
既
存
事
業
や
新
規
事
業
等
を
十

分
に
精
査
し
予
算
を
編
成
し
ま
し

た
。

　

予
算
総
額
は
１
１
８
億
円
、
前

年
度
と
比
較
し
て
３
・
６
％
の
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
の
主
な

も
の
と
し
て
は
、
町
税
が
全
体
の
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特別会計項目 当初予算等金額 前年比 問い合わせ
国民健康保険特別会計 4,038,281 千円 △ 18.64% 住民課保険年金 154

後期高齢者医療特別会計 473,140 千円 17.05% 住民課保険年金 157
介護保険特別会計 2,383,446 千円 △ 5.25% 健康増進課介護保険 184

水道事業
会計

収益的収入 861,968 千円 △ 0.67%

上下水道課水道業務
上下水道課下水道業務
☎ 049-274-1014

収益的支出 849,313 千円 1.94%
資本的収入 206,934 千円 △ 28.93%
資本的支出 336,554 千円 △ 18.78%

下水道事業特別会計 782,068 千円 △4.54%

当初予算の推移
一般会計

予算三芳町の  

６
１
・
３
％
を
占
め
、
国
庫
支
出
金

９
・
５
％
、
地
方
消
費
税
交
付
金
７
・

１
％
、県
支
出
金
５
・
６
％
、町
債
５
・

１
％
、
繰
入
金
３
・
２
％
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
民

生
費
が
全
体
の
３
５
・
２
％
を
占

め
、
続
い
て
総
務
費
１
４
・
２
％
、

公
債
費
１
３
・
４
％
、
土
木
費

１
０
・
５
％
、
教
育
費
１
０
・
0
％
、

衛
生
費
７
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
主
な
事
業
は
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
利
便
性
向
上
促
進
事
業
、
防
災
行

政
無
線
（
固
定
系
）
デ
ジ
タ
ル
化
移

行
整
備
事
業
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

事
業
、
公
共
交
通
補
助
事
業
、
藤
久

保
地
域
拠
点
施
設
基
本
構
想
策
定
支

援
事
業
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
作
成
事
業
、
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化

改
修
事
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。特

別
会
計
の
概
要

　

特
別
会
計
は
、
予
算
を
使
用
す
る

用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

の
歳
入
歳
出
予
算
と
区
別
し
て
行
わ

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
町
に
は
国
民

健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
保
険
お
よ
び
下
水
道
事
業
の
４
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
の
中
で
も
国
民
健
康
保

険
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

で
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

つ
い
て
も
年
々
被
保
険
者
数
が
増
加

し
て
お
り
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
医
療
費

適
正
化
な
ど
さ
ら
な
る
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
財
政
運
営

の
健
全
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
３
年
に

一
度
の
事
業
計
画
の
見
直
し
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
経
費

削
減
、
健
全
経
営
し
、
安
定
給
水
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

平成 28年度決算額 　約 154億円

平成 29年度見込額 　約 152億円

平成 30 年度見込額 　約 143億円

▼年度末借入金 ( 地方債 ) 残高
　一般会計の残高

117億
116億
115億
114億
113億
112億
111億

150億
〜

一般会計の歳出

▼平成 29 年度から
4 億 4,163 万 5 千円の
減額 ( 一般会計 )

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

過去５年間の推移

１
２
２
億
５
０
８
２
万
５
千
円

１
２
２
億
４
１
６
３
万
５
千
円

１
１
８
億
円

１
１
９
億
０
０
６
８
万
９
千
円

１
４
９
億
７
７
４
８
万
５
千
円

町税（61.3％）
72 億 2,985 万 9 千円

国庫支出金（9.5％）
11億 1,710 万 8千円

地方消費税交付金（7.1％）
8億 3,800 万円

繰入金（3.2％）
3億 8,030 万 6千円

県支出金（5.6％）
6億 6,589 万１千円

分担金及び負担金（1.3%)
1 億 4,766 万 9千円

寄附金 (1.7%)
2 億 31万 2千円

その他 (2.6%)
3 億 953万 9千円

諸収入 (0.9%)
1 億 1,131 万 6千円

町債（5.1％）
6億円

繰越金（1.7％）
2億円

平成 30年度　一般会計予算額

平成 29年度　一般会計予算額

118 億円

122 億 4,163 万 5 千円

MIYOSHI 10MIYOSHI11

特別会計予算

 借入金の状況 

平成30年度は地方道路等整備事業、土
地区画整理支援事業、防災事業等におけ
る事業費の財源を確保するため、借り入
れを予定していますが、年度末借入金残
高については、平成29年度見込額と比
較し減額となっています。



information+
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入 間 東 部 地 区 消 防 組 合（ 三 芳 町・ 富 士 見 市・ ふ じ み 野 市 ）
〒356-0058　ふじみ野市大井中央1-1-19☎261-6000(代 )　 261-4395
http://www.irumatohbu119.jp/　 shobo@irumatohbu119.jp(代 )

火災の問い合わせ　☎(263)0119（音声案内）/救急病院の御案内　☎(261)6031（休日・夜間）

 ▼　火災・救助・救急の出場件数　平成 29 年中 (1 月～ 12 月 )

昨年中に管内で発生した火災件数は 52件で前年と比べ
1件増加しました。そして火災により 1人の尊い命

が失われ、5人が負傷しました。救急件数は、12,031 件で、
前年と比べると 305 件増加。管内の出場状況をみると、三
芳町は 33件増加し 1,836 件、富士見市が 155件の増加で
5,147 件、ふじみ野市が 118 件の増加で 5,046 件でした。
管轄外の応援出場として志木市に 2件出場しました。救助
件数は 76件で、74人を救助しました。前年と比べると 3
件増加しました。

種別 件数
急病 7,588
一般負傷 1,766
交通 887
労働 342
その他 1,448
合計 12,031

救　急
種別 件数
火災 16

交通事故 13
機械事故 1
建物事故 37
その他 9
合計 76

救　助
種別 件数
火災 52
警戒 149
調査 111

救急支援 1,038
その他 153
合計 1,503

消　防

みんなの消防

高規格救急自動車を更新

平成 23 年に導入した西消防署の高
規格救急自動車を、老朽化に伴
い最新鋭の車両に更新しま
した。ベッドには空気式の
防振架台を使用し、より安
定した状態で傷病者の搬送
を行うことができます。

消防救助隊員の甲子園「消防救助技術指導会」

５/9㈬９: ０0～※予備日 5/11
日時：

場所：消防訓練場（東消防署）富士見市鶴馬 1850-1
内容：�救助技術の正確性・迅速性を競う、埼玉県第２

ブロック消防救助技術指導会を開催します。
※臨時駐車場（キラリふじみ）は数に限りがありますので、自動車での
来場はなるべく遠慮いただきますようお願いします。

見学自由

MIYOSHI

■　
火
の
用
心　
み
ん
な
が
お
う
ち
の　
し
ょ
う
ぼ
う
し
（
入
間
東
部
地
区
消
防
組
合　
防
火
標
語
）

■　
火
の
用
心　
こ
と
ば
を
形
に　
習
慣
に
（
２
０
１
7
年
度　
全
国
統
一
防
火
標
語
）

 ▼　入間東部地区事務組合設置にあたっての管理者あいさつ

平成30年 4月 1日、入間東部地区消防組合と入間東
部地区衛生組合が統合し、「入間東部地区事務組合」

が業務をスタートしました。安心・安全・清潔で住みよい生
活を営むことは、管内で生活する全ての人の願いであり、当
事務組合では社会の動向や地域のニーズを取り入れ、組織力
を活かした消防防災体制の強化、火災予防並びに救急救助体
制を発展させていきます。また、衛生行政においては、し尿
処理施設の更新事業が無事完了し、適正規模による施設運営
が可能となったことを受け、さらに簡素で効率的な体制の整
備を図ります。今後とも当事務組合推進により一層のご理解
とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

副管理者
(富士見市長)
星野　光弘

副管理者
（三芳町長）
林　伊佐雄

管理者
（ふじみ野市長）
高畑　博

 ▼　埼玉県ふるさと創造資金事業

埼玉県ふるさと創造資金の補助を受け、車両・看板等
の名称変更や各種システム改修などを行いました。

【改修前】 【改修後】

 ▼　消防車の運転を適性に

1月30日、31 日に消防車両機関員試験を行いました。入間東部消防で
は消防車両を運転するための登竜門とし
て毎年行われています。消防車両の事故
ゼロをめざし、実技以外にも大型車両の
特性などを学ぶ講習も開催しました。こ
の他にも 2月 19 日、20 日に東入間警
察署から講師を招き、全職員を対象とし
た交通安全教育研修も行いました。

近年、救急件数は著しく増加しており、救急車が現場に到着するまでの平均時間が徐々に延び
てきています。救急車が本当に必要な人への対応が遅れてしまう可能性もあります。救急車は
地域の貴重な救急資源です。これからも大切な命を救うために、救急車の適正利用にご協力を
お願いいたします。

救急車の適正利用に
ご協力を！

問　政策推進室　内 422

miyoshimiyoshi

お知らせお知らせ
miyoshimiyoshi

newsnews

3/15
受付開始

▶�対象者　町内在住の 75歳以上の人で、平成 29年 4月 1
日以降に運転免許証を自主返納した人

▶�必要書類　運転経歴証明書（警察署で発行のもの）、領収
書（自主返納後の日付）、振込先口座のわかるもの
▶補助金額　1 人 1回�最大 1万円　
▶�補助内容　下記の領収書を持って申請（組み合わせ可）。
　➊ライフバスの回数券　➋タクシー運賃
　➌交通系 ICカード（PASMOなど）1万円分のチャージ
　➍運転経歴書申請手数料

町 では、高齢者の交通事故が増加していることなどか
ら、事故防止を図り、交通機関の利用支援のため「運

転免許証自主返納支援制度」を実施しています。
住宅に有料で旅行者を宿泊させる“民泊”ができ

るようになります。（6/15 ㈮から）

民泊を始めるには
届け出が必要です
問　観光産業課　内 215　

▶始める前に届け出を
3/15 ㈭から届け出の事前受け付けをしています。「民泊
制度運営システム」から届け出てください。

▶年間営業日数 180 日まで
180 日を超えての営業は違法です。
▶標識の掲示を義務付け
民泊を営業していることを示す標識を門扉や玄関に掲示し
なければなりません。
※その他、消防法令適合通知書を取得すること、騒音配慮
やゴミ捨てのマナーを外国語で説明することなど、さまざ
まなルールがあります。

民泊制度コールセンター☎ 0570-041-389
民泊の相談、制度については

マンションで
民泊を始める
場合の注意点

民泊の営業が可能である旨を管理規約な
どで定めてあれば届け出が可能です。管
理組合に確認してください。
（公財）マンション管理センター
☎ 03-3222-1517
県住宅課☎ 048-830-5573

▶�対象者　町内在住で 75歳以上の人（後期高齢者医療保険
制度における現役並み所得者は除く）

▶�補助上限　年間 5,000 円（タクシーは 1回 300円、バス
の回数券は購入費の半額を補助）※併用可能

　�※上限に満たない場合でも申請できるのは年間 1回のみ
▶�対象交通会社　ライフバス・三和富士交通・みのり交通・
ダイヤモンド交通・鶴瀬交通・東上ハイヤー・みずほ昭和

75 歳以上の人を対象に公共交通機関の利用を支援し、移動の機会・利便性の向上を図るため補助を行います。領収書などをも
とに、三芳町が一部補助をします。制度利用には公共交通利用補助金利用登録証（登録証）が必要ですので、ご注意ください。

お知らせ

▼ 申請の流れ

miyoshi

news

問　政策推進室　内 422

▶�受付場所　政策推進室・各出張所
➊�登録申請し、登録証を発行（後期高齢者医療被保険者証が
必要）

➋�タクシー利用時、バス回数券購入時に登録証を提示し、領
収書受領。

➌領収書を添付し、受付場所で補助金申請する

申請方法

▶�受付場所　政策推進室・各出張所
※タクシーはおおむね 7:00 ～ 21:00 の領収書に限ります。
※登録証発行後の領収書のみが補助の対象です。
※福祉タクシー・バス券、自動車燃料費の補助を受けられる人は対象外。

自動車の運転に不安を感じる高齢者が、運転免許証を自主返納するきっ
かけをつくり、交通事故のない安全・安心なまちづくりを推進します。

MIYOSHI13

公共交通機関の利用を支援。移動機会と利便性向上へ。
４月１日からライフバス・タクシーの運賃補助開始

登録申請

運転免許
自主返納

バス
タクシー

利用

役場４階政策推進室
または町内の各出張所に

領収書を添付した補助金申請書を提出

領収書
受領

登録証
提示

安全安心で、みんなに優しい町を。
運転免許証返納支援制度



健康支援担当　〒 354-8555　藤久保 1100-1　☎ 258-0019　 274-1009　
hoken@town.saitama-miyoshi.lg.jp

保健・健康 / Health
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施設名 休日急患診療所 小児時間外救急診療所 イムス富士見総合病院（入院等が必要な救急小児）
所在地 ふじみ野市駒林元町 3-1-20 ふじみ野市駒林元町 3-1-20 富士見市鶴馬 1967-1

電話番号 049-264-9592 049-264-9592 049-251-3060
診療日 日曜・祝日・年末年始 月～土曜 月・木曜

診療時間   9：00 ～ 16：00
20：00 ～ 22：00 20：00 ～ 22：00 月・木曜が平日　18:00 ～翌朝 8:00 まで

月・木曜が祝日　 8:00 ～翌朝 8:00 まで

休日・夜間・小児時間外診療所
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三
芳
地
名
考 

～
三
芳
の
誕
生
①
～

　
来
年
１
３
０
年
を
迎
え
る
竹
間
沢
村
・

藤
久
保
村
・
北
永
井
村
・
上
富
村
四
か
村

の
合
併
。
こ
の
合
併
に
よ
り
「
三
芳
」
と

い
う
地
名
が
誕
生
し
た
。
新
し
く
三
芳
と

な
っ
た
地
域
の
中
に
も
、
様
々
な
地
名
が

存
在
す
る
。
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
小
字

名
や
す
で
に
記
録
で
し
か
残
っ
て
い
な
い

地
名
か
ら
は
、
そ
の
土
地
の
様
子
や
来
歴

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

で
、
今
回
か
ら
三
芳
の
地
名
に
つ
い
て
探

訪
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　
「
三
芳
」
と
い
う
地
名
の
誕
生
を
知
る

に
は
、
合
併
に
至
る
以
前
の
様
子
か
ら
見

て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
三
芳
町
は
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
4

月
1
日
、江
戸
時
代
か
ら
続
く
竹
間
沢
村・

藤
久
保
村
・
北
永
井
村
・
上
富
村
の
旧
四

か
村
合
併
し
て
三
芳
村
と
な
り
、
現
在
の

町
域
を
形
成
し
た
。
幕
末
に
お
け
る
四
か

村
の
領
有
関
係
は
、
上
富
・
北
永
井
両
村

は
幕
府
直
轄
領
で
代
官
の
支
配
下
に
あ

り
、
藤
久
保
・
竹
間
沢
両
村
は
川
越
藩
領

で
あ
っ
た
。
上
富
村
は
川
越
藩
が
行
っ
た

三
富
の
開
拓
で
誕
生
し
た
村
で
あ
る
が
、

実
は
、
慶
応
3
年
（
１
８
６
７
）
10
月
に

川
越
藩
主
が
松
平
大
和
守
家
か
ら
松
平
周

防
守
康
英
へ
交
代
す
る
の
を
機
に
、
幕
府

代
官
支
配
下
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
上
富

村
は
こ
れ
に
対
し
、
村
全
員
の
署
名
に
よ

る
村
替
え
反
対
の
嘆
願
を
し
た
が
認
め
ら

れ
ず
、
三
富
の
他
の
二
か
村
（
中
富
・
下

富
）
と
は
支
配
が
異
な
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
明
治
政
府
は
、明
治
11
年
（
１
８
７
８
）

の
郡
区
町
村
編
成
法
制
定
以
来
、
全
国
の

町
村
統
合
を
進
め
た
。
各
町
村
に
戸
長
、

副
戸
長
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
17
年

（
１
８
８
４
）
連
合
戸
長
制
の
下
、
い
く

つ
か
の
町
村
を
一
つ
の
役
場
で
と
り
ま
と

め
る
連
合
戸
長
役
場
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図 書 館 だ よ り

中央図書館　☎ 258-6464
開館時間 /10:00 ～ 19:00（土・日・祝 18:00 まで )
休館日 / 毎週月曜日、月末（土・日除く）

竹間沢分館　☎ 274-1722
開館時間 /11:00 ～ 18:00
休館日 / 毎週月曜日、月末（土・日除く）

配本所（中央公民館内）☎ 258-0050
開館時間 /9:00 ～ 21:00
休館日 / 原則第１月曜日（中央公民館休館日）

毎月 23日は「よみ愛・読書の日」

児童書

〝学校〟にまつわる本 別置紹介中

僕は上手にしゃべれない
椎野 直弥 著
ポプラ社　2017 年 2 月発行
請求記号：913 シ

言葉をつむいで声にする。そんな「当たり前」の
ことができない僕は、自分を変えるために放送部
に入ることを決意する。吃音と正面から向かい合
うことにした中学生の姿を、自身も同じ悩みを抱
えていた著者が描いた児童文学。

申込みは中央図書館へ（電話可☎ 258-6464）
下記のイベント会場は全て中央図書館

読み聞かせ講座〝基本のキ〟（家庭から集団読みまで）
本好きに育てる絵本選びと読み方のコツ・NG 例も紹介。

無料

5月13日 ㈰
▶対象　読み聞かせに興味のある保護者・読書ボランティアなど
▶定員　各日 20 人　※保育あり（1 歳児以上 3 人まで。要予約）

10:10 ～ 12:00

4月19日 ㈭
▶内容　おすすめの本を持参し、1 人 5 分以内で紹介。聞くだけも可。
▶対象　大人 30 人（うち発表者 7 人）　▶共催　みよし読書愛好会

受付 13:45 ～14:00 ～ 16:00

中高年の読書会～ビブリオバトル方式～無料

えほんワールド～「子ども読書の日」記念事業～無料

4月22日 ㈰
① 10:15 ～ 10:45 えほんの部屋
　（1 ～ 3 歳向け※保護者同伴）
② 10:55 ～ 11:10 自転車紙芝居（みらい広場）
③ 11:20 ～ 12:00 えほんの部屋（3 歳～小学生向け）
④ 12:10 ～ 12:25 自転車紙芝居（みらい広場で）

申込不要、当日参加OK。ご家族でどうぞ！

三芳町図書館
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乳がん検診

4/1
から

役場2階保健センター名称変更

6/27㈬28㈭29㈮

↑
連
合
戸
長
役
場
の
文
書

集
団 - マンモグラフィ検査 -

▶日程：
9:00/9:30/10:00/10:30/11:00/11:30
13:00/13:30/14:00/14:30/15:00/15:30

▶検診場所：保健センター（中央図書館前）

① 40 歳以上の奇数月生まれの女性
②前年度に受診歴のない 40 歳以上の偶数月生まれの女性
③無料クーポンの対象者

▶料金：2,000 円

▶定員：各日 90 人

事前に、はがき・FAX・メールでお申込みいただきます。
①タイトル「乳がん検診申込み」②住所③氏名・ふりがな
④生年月日⑤電話番号（日中連絡先）⑥希望日（第 2 希
望まで）を記入し、送って下さい。なお、健康支援担当窓
口（役場 2 階）への直接申し込みも可能です。

申し込み方法
①妊娠している（可能性がある）人②授乳中の人③卒
乳後、概ね 1 年以内の人④豊胸手術をした人⑤胸壁
に人工物（ペースメーカー・IVH ポート、IV シャン
トなど）が入っている人⑥乳房の手術 1 年以内の人
※検診車内の検査です。

注意！集団検診の乳房撮影ができない人

健康増進課
健康支援担当

業務内容（変更なし）
・乳幼児健診のお問い合わせ

・予防接種等に関するお問い合わせ
・がん検診（集団）の申し込み

へ

※乳幼児健診・集団がん検診等は引き続き保健セ
ンター（中央図書館前）で実施します。

➊下表の生年月日に該当する人 ( 平成 30 年度対象者 )

➋接種日に 60 歳以上 65 歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいが
あり、日常生活が極度に制限される人（身体障害者手帳１級程度）

実施期間 /平成30年4月1日～平成31年3月31日　
実施回数/1回　自己負担金/3,000円（生活保護世帯は無料）

年齢 生年月日
65 歳 昭和 28 年 4 月 2 日～昭和 29 年 4 月 1 日
70 歳 昭和 23 年 4 月 2 日～昭和 24 年 4 月 1 日
75 歳 昭和 18 年 4 月 2 日～昭和 19 年 4 月 1 日
80 歳 昭和 13 年 4 月 2 日～昭和 14 年 4 月 1 日

年齢 生年月日
85 歳 昭和 8 年 4 月 2 日～昭和 9 年 4 月 1 日
90 歳 昭和 3 年 4 月 2 日～昭和 4 年 4 月 1 日
95 歳 大正 12 年 4 月 2 日～大正 13 年 4 月 1 日
100 歳 大正 7 年 4 月 2 日～大正 8 年 4 月 1 日

◆ 高齢者肺炎球菌予防接種 ( 平成 30 年度 )

▼対象：任意接種を含め、肺炎球菌ワクチンを接種し
たことがなく、下記➊または➋に該当する人

▶申込み：二市一町委託医療
機関へ直接申し込み（二市一
町以外の医療機関を希望する
場合は、事前に健康支援担当
へ手続きが必要）

読書ボランティア個別指導＆相談室
読み聞かせ・ストーリーテリング・紙芝居の実技等を希望の内容で指導。
1 コマ 60 分。グループまたは個人で受講できます。

無料

▶対象　三芳町で活動する読書ボランティア　▶定員　4 組

5月17日 ㈭

5月13日 ㈰
13:30 ～ 14:305月17日 ㈭ 15:00 ～ 16:00

▶対象：

※ 今年度より、厚生労働省の「がん予防重点健康教育及びがん検診
実施のための指針」に基づき、対象年齢が変更されました。

※第二休日診療所は平成 30 年 3 月 25 日をもって閉鎖されました。
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和太鼓教室
　　　　　生徒さん募集

和太鼓という楽器を扱う基礎打法から、みんなで音を合わせて
一つの曲を演奏するための応用まで親切丁寧にご指導します。

和太鼓スタジオ「鼓屋」　三芳町藤久保850-5
☎049-293-5820（太鼓部） メール contact@kajihei.com
http://kajihei.blog136.fc2.com
←50歳・60歳・70歳からのニコニコシニアクラス同時募集！

6歳
から

参加
でき
ます
！

志木発の高速バス「VIPライナー」も運行中！

INFORMATION

三芳町役場 ☎ 049(258)0019（代表）
〒354-8555 三芳町大字藤久保 1100 ｰ 1

お知らせ
「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。

とことん学べる！
初めての手話講習会

手話奉仕員養成講習会で初めての手話を
学びませんか。保育付きで安心して参加
できます。とことん手話を覚えてスキル
アップ！
▶日程：5/15 ㈫～ 2/12 ㈫
　�毎週火曜日 10:00 ～ 12:00
　※�毎月第 1火曜日は 13:00 ～ 15:00
にも講座あり

▶場所：総合体育館
▶定員：20人（応募多数の場合は抽選）
▶�参加費：5,000 円（保育利用は 1人
につき 1,300 円の保険料）
▶�申込み：申込書（福祉課・富士見市社
会福祉協議会）を4/2㈪～ 27㈮に富
士見市社会福祉協議会に郵送・FAX・
持参

問�富士見市社会福祉協議会
　☎ 254-0747�FAX252-0111
　福祉課福祉支援担当内 172

日本に住んでいる 20歳以上 60歳未満
のすべての人が加入する国民年金は、職
業などによって次のとおり手続きが異な
ります。
第 1号被保険者
▶�対象：自営業、学生、フリーター、無
職の人など

▶�手続き：住所地の市町村役場国民年金
担当窓口

第 2 号被保険者
▶�対象：会社員、公務員など厚生年金保
険や共済組合に加入している人

▶手続き：勤務先
第 3 号被保険者
▶�対象：第 2号被保険者に扶養されて
いる配偶者

▶手続き：第 2号被保険者の勤務先
問�所沢年金事務所☎ 04-2998-0170
　住民課保険年金担当内 156

誰もが加入する
国民年金

日頃の買物を通して食品の表示を確認
し、定期的に県に報告する食品表示調査
員を募集します。6/11 ㈪または 6/13
㈬の研修に参加してください。
▶任期：平成30年6月～平成31年3月
▶対象：県内在住の 20歳以上
▶謝礼：5,000 円（年間上限）
▶定員：100人
▶�申込み：4/20 ㈮までに郵送、FAX
または県ホームページから申込み（氏
名、フリガナ、住所、電話番号、性別、
年齢、職業、応募理由 100 字程度を
明記）

問�県農産物安全課食品品質表示担当
　☎048-830-4110�FAX048-830-4832

食品表示調査員

老人クラブ入会

上富第 2区、竹間沢第 1区を除き、行
政区ごとにある老人クラブでは、お楽し
み会・カラオケ・グラウンドゴルフなど
で親睦を深め、健康増進を図っています。
高齢者の憩い・情報交換・支え合いの場
としても役立ちますので、お誘い合わせ
の上、入会をお待ちしています。
問�福祉課福祉支援担当内 172

チームメンバーの募集
大崎電気工業㈱男子ハンドボール部OB
によるジュニアハンドボールチームのメ
ンバーを募集します。
▶日程：第1～3木曜日17:30～19:30
▶�場所：総合体育館アリーナ・大崎電気
工業体育館

▶�料金：月 4,000 円・連盟登録料 1,500
円・スポーツ安全保険 1,450 円等

▶対象：小学3～ 6年生男子10人程度
▶申込み：下記に電話または直接申し込み
教室参加者募集
基本のパス・キャッチ・ドリブルから試
合形式のゲームまでのハンドボール教室。
▶�日程：6月～ 3月の最終木曜日（全 9
回）※ 12月を除く

　低学年 17:30 ～ 18:30
　高学年 18:30 ～ 19:30
▶場所：総合体育館アリーナ
▶料金：4,500 円
▶対象：小学生男女
▶定員：各 30人
▶申込み：4/7㈯以降、下記に申し込み
問�総合体育館☎ 258-0311

みよし大崎ジュニア
ハンドボール

議会の同意を得て、4月 1 日付で以下
のとおり公平委員が選任されました。
▶公平委員：横山通夫氏
問��政策推進室政策推進担当内 422

公平委員の選任

町の組織の一部変更

新たな行政課題や多様なニーズに的確に
応えていくため、4/1 ㈰から組織の担
当の一部を変更します。
 福祉課
事務の集約化、相談窓口の効率化のため
担当を再編します。
▶�福祉庶務担当：障がい者、高齢者の福
祉サービスの手続き等

▶�福祉支援担当：障がい者、高齢者、生
活困窮の相談、支援等

 健康増進課
▶�健康支援担当：保健センター事務の本
庁舎移転に伴い、担当名を変更します。
また、「健康長寿担当」は廃止となり
ますが、健康づくりに関しては引き続
き健康支援担当が行います。

問�政策推進室政策推進担当内 422

パソコン
なんでも相談室

パソコンをこれから買いたい、使いこな
せない、もっと楽に使いたい人のための
相談室です。期間中であれば随時相談で
きます。
▶日程：4/9 ㈪ 23㈪ 5/14 ㈪ 28㈪
　6/11 ㈪ 25㈪ 10:00 ～ 12:00
▶場所：竹間沢公民館学習室
▶定員：15人
▶申込み：下記に電話で予約
問�竹間沢公民館☎ 259-8311

保育付き！

道路の安全性の向上や事故防止の観点か
ら、町が管理する道路に破損・舗装のはが
れ・穴等を見つけたら町ホームページから
通報メールで情報提供いただけるようにな
りました。上記QRコードから情報を取得
してください。また、破損以外の道路の相
談は下記まで問い合わせください。
問��道路交通課道路管理担当内 224

道路破損の情報は
通報メールで

初心者弓道教室

弓道に興味のある初心者の人に体験して
もらうための教室です。
▶�日程：5/5 ㈯・6㈰・12㈯・19㈯
　6/2 ㈯・9 ㈯・10 ㈰・16 ㈯・23 ㈯
　6/24 ㈰　全日 14:00 ～ 16:00
▶場所：三芳町弓道場
▶料金：2,500 円（障害保険等）
▶対象：中学生以上（在住・在勤者優先）
▶定員：20人
▶�申込み：4/22 ㈰までに総合体育館に
申し込み☎ 258-0311

問�生涯学習課スポーツ推進担当内 516
　三芳町弓道連盟�亀井☎090-9322-4868
　加藤☎090-8512-1042

My 梨畑で一から梨を作ってみよう。春
の田んぼの生き物観察や野外炊飯も体験
します。
▶日時：4/21 ㈯～ 22㈰ 1泊 2日
▶�場所：栃木県芳賀郡芳賀町（集合・解
散は大宮駅）

▶対象：小学 2年生～中学 3年生
▶定員：20人
▶料金：小学生6,000円・中学生7,000円
▶�申込み：4/11 ㈬までに下記に申し込み
問���（公財）国際青少年研修協会
　☎ 03-6417-9721

梨畑で作り方を学ぶ
食育・野外炊飯体験

出張法律相談会

くらしの法律家である司法書士が日常生
活の悩みやトラブルを解決に導きます。
1組 1時間の面接相談。要予約。
▶日時：① 4/18 ㈬ 13:30 ～ 16:30
　② 5/2 ㈬ 13:30 ～ 16:30
▶場所：①鳩山町ふれあいセンター
　②日高市文化体育館会議室 3
▶�内容：相続、遺言、登記、債務整理、
成年後見、不動産の名義変更など

▶�申込み：総合相談受付センターで予約
申し込み（☎ 048-838-7472）

問�埼玉司法書士会事務局
　☎ 048-863-7861

平
成
30
年
３
月
号
の
５
頁
に
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り
が
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り
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た
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INFORMATION

使用料や収蔵後 17年間の管理料等をすべて含んだ価格です。
詳細につきましては下記にてお問い合わせください。28万円

より

埼玉県入間郡三芳町
大字上富字東草 632-10120-180-421

樹木葬
一
名
様

フリー
ダイヤル

みよしの霊園

電気工事業･管工事業/埼玉県知事（般-29）第45897号

三芳町上富1552

☎（049）258-0470（代）　FAX（049）258-9828

快適空間の創造　　エアコンのことなら！ 三芳町にお住いの方へ 広告

お迎えから火葬まで、消費税も含めて

費用が安くても、安心できる葬儀には理由があります

追加費用一切なし

24時間
365日

ふじみ野市大井中央4-9-12

厚労省認定 葬祭ディレクター１級所持

安置施設を所有（安置の追加費用不要）

安心のしののめの里のご葬儀安心のしののめの里のご葬儀

詳しくは

お気軽にお問い合わせください

三芳町北永井394-2

建築物･貯水槽清掃業登録

☎049-257-2658

㈱アゼル

で埼玉アゼル 検　索

0120-028-350Ⓡ

平成 30年 4月から国民健康保険制度の
運営に都道府県が加わります。所得水準
が低く、医療費水準が高いことから、保
険税の負担が重くなったり、財政赤字に
なっている保険者（市区町村）が多いた
めです。
 変わること
▶�被保険者証：お持ちの被保険者証の有
効期限が満了後、新しい様式に変更さ
れます。

▶�高額療養費の多数回該当：過去 12か
月以内に高額療養費の支給が 4月以
上あるときに自己負担限度額が下げら
れるこの制度は、これまで他市町村に
転出した場合は改めて 1回目からの
カウントとなっていました。今後は県
内への転居で世帯が継続しているとき
は、多数回該当のカウントが引き継が
れます。

 変わらないこと
医療の受け方、申請や届け出の方法は変
わりません。これまで通り、下記の窓口
へ相談してください。
 国民健康保険税
 後期高齢者医療保険料の変更
基準等の変更により、国民健康保険税お
よび後期高齢者医療保険料の変更があり
ます。詳しくは 7月発送予定の納税通
知書にてご確認ください。
問�住民課保険年金担当内 153～ 155

国民健康保険制度の変更若年性認知症講演会

認知症は高齢者だけではなく、若くして
発症することもあります。若年性認知症
の当事者による講演会にぜひご参加くだ
さい。申込み不要、直接会場にお越しく
ださい。
▶日時：4/13 ㈮ 10:00 ～ 11:30
▶場所：藤久保公民館ホール
▶定員：100人
▶講師：丹野智文 /猪鼻秀俊・伸代
問�地域包括支援センター内 188・189

平成 30年度第 1回埼玉県警察官採用試
験を行います。受験希望の人は下記期間
中にお申込みください。
▶日時：5/13 ㈰
▶�申込み：3/26 ㈪～ 4/20 ㈮に下記に
申し込み

問�東入間警察署警務課☎ 269-0110

スマホアプリ「カタポケ」で広報み
よしをご覧いただけます。
７言語＆読み上げ機能も
あるのでとっても便利！

スマホで広報みよし

埼玉県警察官募集

普通救命講習Ⅰ

▶日時：4/15 ㈰ 9:00 ～ 12:00
▶場所：消防本部 4階大講堂
▶対象：二市一町在住・在勤・在学の人
▶定員：30人
▶ 申込み：4/2 ㈪～ 6㈮に下記に電話
で申し込み（土日祝日を除く）

問�消防本部救急課救急係☎ 261-6673

固定資産税
縦覧帳簿の縦覧

平成 30 年度固定資産税（土地・家屋）
の縦覧帳簿が縦覧できます。
▶期間：4/2㈪～5/31㈭※土曜開庁含む
▶�時間：8:30～ 17:15（土曜は8:30～
12:00 まで）

▶場所：税務課資産税担当
【縦覧できる人】
町内に所有する土地・家屋の固定資産税
の納税者、その同居家族または代理人

【必要なもの】
納税者本人が確認できるもの（運転免許
証・健康保険証など）
※代理人の場合は委任状が必要
問���税務課資産税担当内 135～ 138

ダイオキシン類の
調査結果

町の水道用水である地下水（1～5号井）
のダイオキシン類調査を平成 29年 12
月 12日に実施したところ、国の基準値
の約 1/625 であり、安全面の観点から
問題のない値であることが確認されまし
た。
【調査結果】
ダイオキシン類 0.0016pg-TEQ/ℓ
【参考】国の基準値 1pg-TEQ/ℓ
【調査方法】
水道原水および浄水中のダイオキシン類
調査マニュアル（平成 19年 11 月厚生
労働省健康局水道課）に準拠
問�上下水道課水道施設担当☎274-1014

地域の高齢者が集い、知識・教養・趣味
などの学びを通じて交流する高齢大学が
5月から始まります。
 藤久保公民館
▶学習日：金曜日の午前
▶定員：100人
 中央公民館
▶学習日：金曜日の午前
▶定員：40人
 竹間沢公民館
▶学習日：木曜日の午前
▶定員：60人
▶�申込み：4/16 ㈪以降、9：00から
17：00に希望する公民館の窓口に申
し込み（代理・電話不可）

問��藤久保公民館☎ 258-0690
　中央公民館☎ 258-0050
　竹間沢公民館☎ 259-8311

高齢大学受講者募集

体操で健康づくり、体力作りを。初回と
終了時に簡単な体力測定をして、運動の
成果を確認しましょう。いもっこ体操の
体験もあります。
▶日 程：5/10 ㈭ 17 ㈭ 24 ㈭ 31 ㈭　
　6/7 ㈭ 14㈭ 20㈬ 28㈭
　7/5 ㈭ 11㈬ 10:00 ～ 12:00
▶場所：藤久保公民館ホール
▶�対象：以下の質問に３つ以上該当する
65歳以上の人

➊  階段を手すりや壁をつたわらずに昇ってい�
ますか→いいえ

➋  椅子に座った状態から何もつかまらずに立
ち上がっていますか→いいえ

➌ 15分ぐらい続けて歩いていますか→いいえ
➍ この１年に転んだことがありますか→はい
➎ 転倒に対する不安は大きいですか→はい
▶定員：40人
▶申込み：下記に電話または直接申し込み
問�地域包括支援センター内 188・189

楽しみながら健康に！
健康づくり教室

自転車保険
加入の義務化

「埼玉県自転車の安全な利用の促進に関
する条例」の一部が改正され、自転車利
用者等の自転車損害保険の加入が義務化
されました。また、学校等における保険
加入確認の努力義務が規定されました。
自転車事故により多額の賠償金を請求さ
れることもあるため、万一に備え自転車
保険に加入しましょう。
問�自治安心課防犯防災担当内 265～267

地域のつながり
行政区・自治会

災害時などもしものときに、頼りになる
のは地域の力。行政区・自治会では、夏
祭りや子どもたちの見守りなどの活動を
通じて地域の絆を深め、ともに助け合い
安心して暮らせるまちづくりを進めてい
ます。現在、町の行政区・自治会の世帯
加入率は約 2/3。未加入の人はぜひ加
入しましょう。
 申込み・加入の相談
①地域の行政区・自治会の役員へ連絡
②�自治安心課へ FAX・メール（住所・
氏名・電話番号を記入）

③�町のホームページの申し込みフォーム
から送信（上記QRコードから）

※�②③で申し込みの場合は後日、行政区・
自治会の役員から連絡します。

問���自治安心課自治協働担当内 268

恒例の初心者のためのソフトテニス教
室。仲間を誘ってぜひ参加してください。
▶�日程：4～ 6 月の毎週土曜日（5/5、
6/16 除く）　4月 9:00 ～ 11:00

　5・6月 10:00 ～ 12:00
▶場所：運動公園テニスコート
▶料金：1回 200円（当日集金）
▶対象：小学 4年生以上
▶定員：50人
▶申込み：不要。直接会場へ集合
問�生涯学習課スポーツ推進担当内 516
　庭球連盟役員（19:00 ～ 21:00）
　新井田☎ 258-5556
　高橋☎ 090-4240-0264

春季初心者
ソフトテニス教室

町からの発信情報をテレビで受け取れる
ようになりました。平時は観光・イベン
ト情報を発信し、災害時は避難情報や避
難所開設についてのお知らせをお届けし
ます。いざというときに情報を確認でき
るように、普段からぜひご利用ください。
▶�利用方法：テレビ埼玉（3ch）を視聴
中にリモコンのdボタンを押し、「三
芳町からのお知らせ」を選択する

問���秘書広報室秘書広報担当内 314

町の情報をテレビで取得
テレ玉データ放送



広

告

広

告

MIYOSHI 20MIYOSHI21

造園工事・剪定・エクステリア
お気軽にお問い合わせください

上富1764―6 ℡259―1200
http://www.daimon-zouen.co. jp

庁舎内 FAX 番号内訳表
フロア 内線番号 FAX 番号

1 階
120 ～ 138 274-1050
140 ～ 158 274-1101
上記以外の 100 番台 274-1051

2 階 242 ～ 268 274-1009
上記以外の 200 番台 274-1052

3 階 300 番台　 274-1054
4 階 400 番台 274-1055
5 階 500 番台 274-1056
6 階 600 番台 274-1057

無料相談

問住民課住民担当 内 142 ～ 146

INFORMATION

安全性評価認定取得安全性評価認定取得

相談種類 曜日（祝日除） 時間 相談場所 連絡先
住民相談（弁護士等が
相談を受けます） 第 1・3 木曜 13：15 ～ 16：30 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）

女性相談 第 2・4 金曜 11：00 ～ 15：20 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）
司法書士相談 第 3 火曜 10：00 ～ 12：00 役場 1 階住民相談室（要予約） 総務課（内線 404・405）
行政書士相談 奇数月第 4 水曜 10：00 ～ 16：00 役場 1 階住民相談室（受付 : ロビー） 総務課（内線 404・405）
行政相談

（国の行政等への意見等） 偶数月第３木曜 13：15 ～ 16：30 役場 1 階住民相談室（受付 : ロビー） 総務課（内線 404・405）

外国人生活相談 ①毎週月曜
②毎週木曜

① 10：00 ～ 13：00
② 13：00 ～ 16：00

ふじみの国際交流センター
( ☎相談は 269-6450） 総務課（内線 404・405）

内職相談 毎週水曜 10：00 ～ 16：00 役場 2 階内職相談室 内職相談室（内線 292）

消費生活相談 ①毎週月･火 ･ 木 ･ 金曜
②毎週水曜 10：00 ～ 16：00 ①役場 2 階消費生活センター

②観光産業課
①消費生活センター（内線292）
②観光産業課（内線 214）

子育て相談 毎週月～金曜 随時受付 各保育所・子育て支援センター
第 2 保育所☎ 258-6858
第 3 保育所☎ 258-9961
子育て支援センター☎ 258-5106

児童家庭相談 毎週月～金曜 9：00 ～ 17：00 役場 2 階こども支援課 こども支援課☎ 258-0055

教育相談 毎週月～金曜 9：30 ～ 16：30 総合体育館 4 階教育相談室
電話相談は☎ 274-1023 学校教育課（内線 522）

大人の健康相談 第 2 水曜 9：00 ～ 15：30 役場 2 階健康支援担当（要予約） 健康支援担当 ( 内線 271 ～ 273）

こころの健康相談 第 2 火曜 14：00 ～ 15：30 地域生活支援センター（要予約） 福祉課福祉支援担当
（内線 176 ～ 178）

高齢者相談
（介護・認知症相談） 月～金曜 8：30 ～ 17：15

①三芳町地域包括支援センター
②みずほ苑みよし
③埼玉セントラル

①☎ 258-0019（内線 188･189）
②☎ 293-7341
③☎ 274-2080

高齢者リハビリ相談 月１回（要問合せ） 9：30 ～ 11：00 藤久保公民館 2 階図書室（要予約） 健康増進課（内線 188・189）
認知症カフェ 月１回（要問合せ） 10：00 ～ 12：00 けやきの家 けやきの家☎ 257-3232
福祉・生活相談
生活困窮の相談 毎週月～金曜 8：30 ～ 17：15 社会福祉協議会 社会福祉協議会☎ 258-0122

不動産相談 第 2 水曜 13：00 ～ 16：00 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 236）
マンション管理相談 第 3 月曜 13：30 ～ 16：30 役場 1 階相談室（要予約） 都市計画課（内線 236）

4 月の土曜開庁は 7 日です。
役場（本庁）の住民・福祉・税務などの
一部窓口と各出張所を開庁しています。
ぜひご活用ください。本庁、出張所ともに
8:30 から 12:00 まで開庁しています。

三芳町役場 ☎ 049(258)0019（代表）〒354-8555 三芳町大字藤久保 1100 ｰ 1

ゆずります
ゆずってください
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モノを買う前、捨てる前に、ぜひご利用
ください。モノを長く大切につかって、
節約やごみの減量に取り組みましょう。
 ▼  ゆずります
➊旅行用ボストンバッグ（55×40×45）
➋セミダブルマットレス（195 × 150 × 19）
➌柔道着 4 号（上下）2 着
➍新品の杖
 ▼  ゆずってください
①電子ドラム
②三芳中学校女子夏服（身長 160㎝）
問  環境課環境対策担当内 216・217

4 月の土曜開庁は 7日

まちの魅力を発信中！
HP・SNS・Youtube

いいね三芳町

平成 31 年 3 月新卒および 3 年以内の
既卒者を対象とした求人説明会を行いま
す。予約不要、参加費無料。
▶日時：4/17 ㈫ 13:00 ～ 16:00
　（受付 12:00 ～ 15:30）
▶ 場所：大宮ソニックシティビル 4F 市

民ホール
▶内容：（新卒）担当者による企業説明
　（既卒）面接可能※履歴書を複数枚持参
問   県雇用対策協議会☎ 048-647-4185

県内企業多数参加
求人合同説明会

土曜開庁は
第１土曜

※年末年始除く

5 月の土曜開庁は 5 日 遺言の日記念
相続問題相談会

弁護士が無料で遺言および相続の法律相
談に応じます。
▶日時：4/14 ㈯ 13:00 ～ 16:00
▶場所：埼玉弁護士会法律相談センター
▶ 申込み：直接会場へお越しください（受

付は 15:30 まで）
問 埼玉弁護士会法律相談センター
　☎ 048-710-5666

平成 30 年７月～１年分
学用品等の就学援助

経済的な理由で就学困難な児童・生徒の
保護者に学用品費、給食費、医療費など
の援助をします。今年度より就学援助認
定期間は 7 月から翌年 6 月の一年間に
変更となります。なお、平成 30 年 6 月
まで認定を受けている世帯も改めて申請
が必要です。
▶ 申込み：4 月中旬に学校を通じ、案内

と申請書が配布されます。添付書類を
確認のうえ、4/16 ㈪～ 6/29 ㈮に学校
教育課に提出してください。（郵送不可）

問   学校教育課学務担当内 524・525

所沢おおぞら特別支援学校
学校支援ボランティア養成

学習や行事に入るボランティアの養成。
▶ 日程：① 5/12 ㈯② 5/19 ㈯③ 5/24

㈭④ 5/29 ㈫⑤ 6/2 ㈯
　※①②⑤ 8:45 ～ 11:45
　※③④ 8:45 ～ 15:00
▶定員：30 人
▶申込み：4/27 ㈮までに下記に電話
問   特別支援学校コーディネーター
　☎ 04-2951-1102 

議員と
ふれあい座談会

町の議員と意見交換しませんか。
 4/21㈯
9:30 ～ 12:00 藤久保公民館
14:30 ～ 17:00 中央公民館
 4/22 ㈰
9:30 ～ 12:00 竹間沢公民館
▶ 内容：3 月定例会の議会報告、町政に

関する意見交換会
問 議会事務局議事調査担当内 602

会員募集中！
としょかん・くらぶ

ほんとの出会い！

臨時職員 募集 
保健師・管理栄養士

読み聞かせとオススメ本の紹介。「よみ
愛・読書のまち」の三芳町で、本が好き
な子どもに育てませんか。
▶日程：7・9・12 月を除く第 4 土曜日
　※ 1 回目は 4/28 ㈯
　① 10:10 ～ 11:00 新 1・2 年生
　② 11:10 ～ 12:00 新 3 ～ 6 年生

▶対象：① 40 人② 55 人
▶ 申込み：下記に

直接申し込み※
電話では仮受付
のみ

問   中央図書館
☎ 258-6464

▶募集職種：➊管理栄養士 ➋保健師
▶ 勤務場所：三芳町保健センター（藤久

保 185 番地 1）、または三芳町役場（藤
久保 1100 番地 1）

▶勤務時間：9：00 ～ 16：00　
▶勤務回数：月 3 ～ 4 日程度
▶業務内容
　➊特定保健指導における相談業務
　➋乳幼児健診時の問診・相談業務
▶募集人数：若干名
▶賃金：時給 1,600 円
▶申込先：健康増進課健康支援担当まで
▶ その他：申込者対象に別途オリエン

テーションを行います。日時等は、申
込者に個別に通知します。

問 健康支援担当内 271 ～ 273
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広報みよしに寄せられた声をお届け！
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た
で
す
。（
富
士
見
市
・
Ｍ

さ
ん
）

◆
町
外
な
の
で
す
が
、
ア
プ
リ
で

広
報
み
よ
し
を
初
め
て
見
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
カ
ラ
フ
ル
で
写
真

も
い
っ
ぱ
い
で
親
し
み
や
す
い
紙

面
に
、
た
だ
た
だ
驚
き
で
し
た
！

（
川
口
市
・
Ｋ
さ
ん
）

◆
23
年
度
に
は
一
部
52
円
だ
っ
た

も
の
が
わ
ず
か
５
年
で
18
円
ま
で

下
が
る
な
ん
て
担
当
者
さ
ん
た

ち
の
努
力
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
、

2
0
1
4
年
の
表
紙
を
飾
っ
た

赤
ち
ゃ
ん
の
そ
の
後
の
写
真
を
見

て
、成
長
が
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
北
永
井
・
Ｙ
さ
ん
）

◆
こ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
広
報
紙
を

20
日
で
作
る
の
は
驚
き
で
す
。（
板

橋
区
・
Ｈ
さ
ん
）

◆
私
は
大
学
で
国
際
系
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
日

本
語
が
分
か
ら
な
い
外
国
人
や
海

外
に
長
く
住
ん
で
い
た
日
本
人
な

ど
は
日
本
語
で
の
情
報
は
得
に
く

い
と
い
う
課
題
を
知
り
ま
し
た
。

積
極
的
に
カ
タ
ポ
ケ
を
導
入
し
て

い
る
点
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

三
芳
町
を
先
駆
け
と
し
て
、
他
の

自
治
体
に
も
っ
と
カ
タ
ポ
ケ
が
広

ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
藤
久
保
・
Ｙ
さ
ん
）

◆
広
報
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る

の
か
、
毎
月
楽
し
く
拝
見
し
て
い

る
広
報
の
秘
密
が
面
白
か
っ
た
で

す
。
お
子
さ
ん
の
成
長
記
録
に
も

な
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。（
上

富
・
Ｓ
さ
ん
）

◆
私
の
大
好
き
な
金
澤
朋
子
ち
ゃ

ん
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
い
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
広
報
は
ラ
ブ
レ

タ
ー
。
素
敵
な
言
葉
だ
と
思
い
ま

し
た
。（
藤
久
保
・
Ｙ
さ
ん
）

◆
知
ら
な
い
か
ら
知
る
へ
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
を
自
然
に
橋
渡
し
し

た
記
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
繋
が
り
も
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
が
な
く
て
も

「
紙
の
広
報
紙
」
を
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
で
「
知
る
」
つ
な

が
り
が
増
え
る
大
切
さ
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
気
持
ち
で
す
。（
川

崎
市
・
Ｉ
さ
ん
）

北
は
北
海
道
、
南
は
九
州

か
ら
広
報
ク
イ
ズ
の
応
募

と
ア
ン
ケ
ー
ト
が
あ
っ
て
ビ
ッ
ク
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遠
き
日
の
姉
が
爪
弾
く
三
味
の
音   

も
い
ち
ど
欲
し
い
穏
や
か
な
時

記
念
樹
の
柚
子
の
初
実
は
ぷ
か
ぷ
か
と
湯
船
の
孫
は
三み
た
り人

で
は
し
ゃ
ぐ

霜
の
朝
き
ら
め
く
黄
い
ろ
さ
わ
や
か
に
庭
の
蠟
梅
ほ
の
か
に
馨
る

月
と
星
ふ
た
つ
残
し
て
あ
か
つ
き
の
空
し
ず
か
な
り
今
日
鏡
割
り

垣
根
越
し
山
茶
花
の
花
み
だ
れ
咲
き
黄
金
の
花
芯
き
ら
め
き
や
ま
ず

白
せ
き
れ
い
雪
を
啄
ば
み
飛
び
ゆ
き
ぬ
小
さ
き
生
命
の
た
く
ま
し
さ
見
ぬ

見
回
せ
ば
夫
の
手
作
り
多
か
り
き
そ
の
時
ど
き
に
想
ひ
を
馳
せ
ぬ

飛
騨
路
行
く
バ
ス
の
ガ
イ
ド
の
説
明
に
野
麦
峠
の
悲
劇
顕
ち
来
ぬ

車
窓
よ
り
見
ゆ
ふ
る
さ
と
の
畦
道
に
西
郷
ど
ん
の
幟
は
た
め
く

飛
鳥
路
に
寺
の
い
ら
か
を
見
上
げ
つ
つ
何
偲
び
立
つ
入
鹿
の
首
塚

石

川

靖

子

高

山

和

江

山
口
み
さ
子

鈴

木

繁

子

森

下

茂

岩

阪

幸

代

村
上
美
奈
子

塩

山

淑

子

泉

郁

子

本

橋

俊

子

【
編
集
後
記
】

♠
４
月
と
い
う
と
新
し
い
年
度
の
始
ま

り
。
新
入
社
員
や
入
学
な
ど
、
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
が
初
め
て
広
報
み

よ
し
の
表
紙
の
写
真
を
撮
影
し
た
の
は

平
成
23
年
５
月
号
の
上
富
小
学
校
入
学

式
の
一
コ
マ
。
こ
の
号
を
作
っ
て
い
る

３
月
に
は
、
町
内
の
小
中
学
校
で
卒
業

式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
の
表
紙
の

子
ど
も
た
ち
は
、
小
学
校
を
卒
業
し
、

中
学
生
と
な
り
ま
し
た
。
私
も
い
つ
か

来
る
で
あ
ろ
う
広
報
か
ら
の
卒
業
を
考

え
な
が
ら
、
駆
け
抜
け
た
７
年
間
を
ふ

と
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
出
す
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。（
佐
久
間
）

♦
こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
の
は
3

月
半
ば
。
ま
だ
桜
は
咲
い
て
ま
せ
ん
。

お
手
元
に
広
報
が
届
く
こ
ろ
に
は
満
開

を
迎
え
て
る
の
か
な
、
と
想
像
し
て
い

ま
す
。
4
月
を
迎
え
、
新
た
な
年
度
が

ス
タ
ー
ト
に
。
入
学
な
ど
で
環
境
が
変

わ
る
季
節
で
す
。
私
も
心
を
新
た
に
、

皆
さ
ん
か
ら
愛
さ
れ
る
広
報
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
滝
澤
）

みんなの広場
Everyone

今月覚えてほしい日本手話は「押し花」「花びら」「北」「飲む」。
春と言えば桜。その花びらを採集して押し花にしたり、お茶に
して飲む流れを手話でお届けします。

日本手話で広げよう心の輪

―　AR はこの下をかざすとはじまります　―
http://goo.gl/eEHkAv

採集

みよしおうちカフェ

レシピ・写真協力：

みよし
今昔写真館

昔の写真を探しています。秘書広報室まで
ご連絡ください。☎258-0019（代表）

１９７０年、当時あった藤久保交差点
の歩道橋から東京方面を見た写真で
す。この歩道橋は交差点拡張のため平
成18年（2006年）に撤去されました。
また、以前は時間帯によって右折禁止
となっていましたが、交差点の拡張に
よって、平成 26 年（2014 年）に右
折禁止が解除され、車両での通行がし
やすくなりました。

藤久保交差点から見た川越街道

フロランタン

まちの掲示板

➊� バターを湯せんにかけ溶かす。溶けたら湯せんから外し牛乳を加え冷ます。
➋� 薄力粉と砂糖をボウルに入れ、➊を加えすり混ぜ、そぼろ状にする。
➌  クッキングシートに、➋のクッキー生地を入れ、全体に均等になるように手
のひらで押し付ける。フォークで表面に穴をあけ、180℃のオーブンでうっす
ら焼き色がつくまで15分焼く。
➍  キャラメル生地の材料を鍋に入れて中火にかける。フツフツと沸騰してきた
らアーモンドを加え、混ぜ合わせる。
➎  ➌の焼きあがったクッキー生地に➍のキャラメル生地を広げ流し込む。
200℃のオーブンで5分、その後180℃に下げキャラメル色になるまで10
分焼く。15分くらい冷まし、キャラメル生地が固まったら16等分にカットする。

ティエラ・コピス口笛・フルールに
よるジョイントコンサートです。
日 6/3㈰　
　13：00開場 13:30開演
所 コピスみよし
料 無料
問 秋山☎049-258-9877
　 永見☎049-258-5698

吉本 真子 さん （右）

高波 美鈴 さん（左）

今月の出演

オカリナ・口笛・フルートによる

「みっつの笛のしらべ」

台北ときめきの街景
野田泰 水彩画個展

正
月
や
怪
獣
映
画
子
と
夢
中

農
道
の
犬
の
遠
吠
え
名
草
の
芽

水
澄
み
し
水
掻
忙
し
美
し
く

ま
だ
生
き
て
い
る
つ
も
り
で
木
瓜
の
実
を
漬
け
り

凧
揚
げ
や
自
転
車
土
手
に
散
乱
し

遠
山
は
胎
動
萌
す
春
立
つ
日

被
災
地
の
復
興
遅
々
と
雪
解
水

こ
の
気
温
ま
だ
立
春
と
気
付
く
宵

野
尻
光
之

石
川
靖
子

大
越
誠
子

星
野
一
郎

石
井
敏
男

小
林
紀
子

熊
倉
知
恵
子

桑
田
晃
治

マ
ン
シ
ョ
ン
の
個
々
の
狭
庭
に
春
立
ち
ぬ

春
立
つ
や
風
の
響
き
の
柔
か
く

初
鶏
の
明
け
ゆ
く
空
や
ほ
の
あ
か
り

春
浅
し
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
気
合
入
れ

寒
月
や
今
宵
の
空
を
眺
め
を
り

朝
帰
り
傷
の
深
き
は
猫
の
恋

朝
ま
だ
き
路
地
に
散
ら
ば
る
鬼
の
豆

寒
月
や
見
と
れ
て
路
地
の
角
曲
が
る

井

山

登

拔
井
満
智
子

荻
原
雅
夫

西
方
和
子

森
キ
ヌ
子

志
村
美
代
子

吉
岡
伴
明

田
中
正
三

昔懐かしい曲に合わせて、ダンス
の要素を組み込んだ健康体操をし
ます。
日 4/23㈪14:00～竹間沢公民館
日 4/26㈭14:00～藤久保公民館
定 15人
他 要事前申込
問 黒岩☎080-5650-5602

北

Let's cooking!

応援出展…長谷川順子・三井輝子・
　　　　　赤井芳恵
日 3/5㈪～5/25㈮午前中まで
時 8：30～17：15
所 三芳町役場２階展示スペース
他 休館：土日祝日
問 野田 ☎049-259-9808

 ■ 用意する道具

ク
ッ
キ
ー
生
地

キ
ャ
ラ
メ
ル
生
地

・鍋・ボウル・泡立て器・ゴムべら・フォーク・包丁・まな板
・クッキングシート（10 ｃｍ× 24 ｃｍ）

薄力粉････････････････90g
砂糖…････････････････20g
バター ････････････････40g
牛乳 ･････････････ 小さじ１

砂糖  ･････････････････40g
生クリーム････････････40g
はちみつ･･････････････10g
スライスアーモンド ････35g
　

 ■ 材料：5cm×3ｃｍ　16 枚分

花びら

飲 む

会員募集
「キッズスポーツクラブ」

陸上・跳箱・マット・鉄棒など基礎から取
り組みます。（対象：年少児～小学生）
日 幼稚園㈫15：40～16：40
　 低学年㈫16：40～17：40
　 高学年㈫17：40～18：40
所 総合体育館　料 3,600円/月
問 上田☎090-3523-3951

若さを保つ「元気ダンス」
無料体験講習会

押し花

リ
。
全
国
に
三
芳
町
の
魅
力
を
広
報

み
よ
し
を
通
じ
て
届
け
ら
れ
た
ん
だ

な
っ
て
思
う
ん
だ
。
そ
れ
だ
け
三

芳
町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
て
、

と
っ
て
も
嬉
し
い
♥

た
く
さ
ん
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
い
た
の
で
、
５
月
号
で

も
お
便
り
を
お
届
け
し
ま
す
！
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
ね
！

※
平
成
30
年
３
月
号
の
俳
苑
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。（
正
）
上
遠
野
紘
一



イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

なかよし広場

ねんね 4/5 ㈭・17 ㈫
27 ㈮

10:00 ～ 12:00

予約不要。部屋での自由遊び
10:45 ～絵本の読み聞かせ、歌や手遊び、ふれ
あい遊びを行います。

「よちよち」以上は毎回園庭でも室内でも遊べま
す。外で遊ぶ場合は着替えをお持ちください。
所 子育て支援センター

はいはい 4/10 ㈫・20 ㈮

よちよち 4/11 ㈬・24 ㈫

とことこ 4/6 ㈮・18 ㈬

２～ 2 歳 6 か月 4/3 ㈫・12 ㈭
25 ㈬

2 歳 7 か月～ 4/4 ㈬・13 ㈮
26 ㈭

0 ～ 3 歳児 開室日の午後 13:00 ～ 16:30 部屋の自由遊びのみ。 所 子育て支援センター

なかよし講座 初参加の
0 ～ 3 歳児 4/19 ㈭ 10:30 ～ 11:30

「子育て支援センターはこんなところです　～初
めてセンターを利用するママへ～」所 子育て支
援センター　 予 15 組※ 4/2 ㈪から先着順

誕生会 当月生まれの
0 ～ 3 歳児 4/23 ㈪ 10:00 ～ 12:00

所 子育て支援センター 予 自由時間：10:00 ～
11:00　誕生会 :11:00 ～ 11:30　※当日、手形
を取るので 10:30 までに入室してください。

子育て相談 ０～ 3 歳児
月曜午前（23日除く）10:00 ～ 12:00

 所 子育て支援センター 予 予約制（電話でも受付可）
月～金 16:30 ～ 17:00

☎ 258-5106 258-5106　●子育て支援センター

●中央図書館☎ 258-6464 258-6488　 ●竹間沢分館☎ 274-1722 274-1722　

●健康支援担当 ☎ 258-0019（代表） 274-1009　

●北永井児童館 ☎258-9962 ●藤久保児童館 ☎258-9965 ●竹間沢児童館 ☎259-8315

予
…
要
予
約
　
料
…
料
金
　
定
…
定
員
　
所
…
場
所
　
申
…
申
込
期
間
　
持
…
持
ち
物

おともだちと一緒♪
お部屋でふれあい遊び

上手につくれるかな？
アイシングクッキー

3 月 6 日㈫、子育て支援センターで行われた「なかよし広場」。
ママのひざの上で手遊び、歌、絵本の読み聞かせ。「初めは参加
するのに勇気いりましたが今では、友だちができました。地域で
触れ合える場があるっていいですね！」（参加者の声）。

最後はみんなで集合
写真。カメラを向ける
と興味津々で寄って
来て笑顔を見せる子
どもたち。

検索三芳町の子育て
子ども通信

Child

竹間沢公民館イベント
親子おしゃべり広場

3 月 7 日㈬、竹間沢公民館でおしゃべりしながらアイシングクッ
キー作り。エプロンと三角巾を可愛く身に着けて、気分はパティ
シエさん。「こうやって作るんだよ」とママに教えてもらいなが
ら一生懸命作ったクッキーの味は格別です。

色を混ぜる作業が特
に楽しそうな子どもた
ち。「おうちでもやっ
てみよう」というママ
たちの声も。
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子育て支援センターイベント
なかよし広場

■ 開放日：三芳元氣保育園（藤久保 3851）　日時：月～金曜　10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00　☎ 257-1101

内　容 対　象 日　程 時　間 備　考

４か月児健診 平成 29 年12 月生 4/6 ㈮

受付
13:15 ～ 13:40
（時間厳守）

 保健センター（中央図書館前）
 母子健康手帳

１歳６か月児健診・３歳児健診は、コップ、歯
ブラシを持ってきてください。
4 か月健診・10 か月健診は、バスタオルを持っ
てきてください。　

10 か月児健診 平成 29 年 6 月生 4/20 ㈮

１歳６か月児健診 平成 28 年 9 月生 4/13 ㈮

２歳児歯科健診 平成 27 年 9 月生 4/10 ㈫

３歳児健診 平成 26 年 9 月生 4/17 ㈫

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

中
央
図
書
館

ぐりぐらタイム
①②第 1･3 金曜日

①６か月～１歳 4/6 ㈮・20 ㈮
5/4 ㈮

10:30 ～ 10:45 絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介。さまざまな本
に楽しく出会え、「聞く力」も伸びるように工夫
した内容です。毎回、違うプログラムです。①②
保護者同伴

②２･ ３歳～ 10:50 ～ 11:10
ぐりぐらタイム
原則第 1日曜日 ３歳～小学生 4/1 ㈰・5/6 ㈰

10:30 ～ 11:00
14:30 ～ 15:00

としょかんくらぶ
小学 1・2 年生

4/28 ㈯
10:10 ～ 11:00 読み聞かせ、ブックトーク。本の世界の楽しさを知り、

一人で読む力もつくように工夫した内容です。小学 3 ～ 6 年生 11:10 ～ 12:00
ブックスタート 平成29年12月生 4/6 ㈮ 13:30 ～ 14:30 4 か月児健診後、中央図書館にて

ブックスタートプラス 平成27年9月生 4/10 ㈫ 13:30 ～ 15:30 2 歳児歯科健診後、中央図書館にて
竹
間
沢
分
館

スイミーおはなし会 ４歳～小学生 4/21 ㈯ 10:30 ～ 11:00 絵本・紙芝居・ブックトーク

ぐりぐら絵本タイム
６か月～２歳 お休み

10:30 ～ 10:45 絵本、おすすめ本紹介。竹間沢児童館「あそび
のへや」会場で行います。２歳～就園前 お休み

イベント 対　象 日　程 時　間 内　容

北
永
井

新入生ハッスルタイム 小学校
新 1 年生

4/17 ㈫
18 ㈬ 14:00 ～ 15:00 新一年生集まれ～！日替わり遊びでいろいろな

遊びを楽しみましょう。

野菜の苗をうえよう① 幼児親子
小学生以上 4/28 ㈯ 13:30 ～ 14:30 野菜の苗を植えて収穫の喜びを体験してみませ

んか。

藤
久
保

新入生ハッスルタイム 小学校
新一年生

4/11 ㈬
～ 13 ㈮ 14:00 ～ 14:30 みんなで児童館で遊んでみよう！ 　　

竹
間
沢

新入生とみんなで
遊ぼうタイム 小学生以上 4/18 ㈬

19 ㈭ 15:30 ～ 16:30 新 1 年生と上級生で色々な遊びを楽しもう！ 

乳幼児親子
おしゃべり広場① 乳幼児親子 4/20 ㈮ 10:00 ～ 12:00 遊戯室に乳幼児向けのアスレチックを設置しま

す。ご自由に遊びに来てください。

夏野菜をつくろう 小学生以上 4/28 ㈯ 14:00 ～ 15:00
きゅうり、トマト、なすなどを畑に植えて成長や
収穫の喜びを体験してみませんか。保護者のお手
伝いも募集しています。

■ 新入生歓迎会
日程：4/10 ㈫（藤久保児童館）4/14 ㈯（北永井・竹間沢児童館）
時間：14:00 ～ 15:30　対象：新 1 年生、小学生以上、幼児、保護者
内容：児童館の紹介と使い方、あそびの名人の紹介、レクゲームなど

■ 平成 30 年度「前期あそびのへや」参加者募集
期間：5 月～ 10 月（各クラス全 12 回）
対象：【ひよこクラス】生後 6 か月～ 2 歳未満【こあらクラス】2 歳以上※藤久保児童館はクラス合同
申込み：4/3 ㈫～ 14 ㈯に各児童館に来館し、直接申し込み※電話・代理不可
発表：4/20 ㈮から各児童館に掲示
※複数の児童館への申し込みはできません
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2 月 15 日㈭、三芳町北松原土地区画整理地内（藤久保
3810-4）に整備を進めてきた「北松原第２公園」が開園
し、テープカットが行われました。同公園の面積は 2,200
㎡。滑り台、ドーム型ジャングルジム、ムービング遊具、
健康遊具、ベンチ、パーゴラ、トイレ、水道を完備。非
常時に活用できる「かまどベンチ」もあり、憩いの場や
避難場所としてご利用いただける公園です。

3 月 17 日㈯、藤久保公民館周辺で行われた協働のまち
づくりフェア 2018。ミニコンサートや落語で盛り上
がり、まちづくり団体の展示や活動紹介、ワークショッ
プでは、まちづくりの魅力を身近に体験しました。ト
ラックの死角を体験するコーナーでは、実際に運転席
に乗った子どもたちから「下の方が全然見えない！危
ないね」との声があがり、安全意識も高まりました。

新 しい憩いの公園が藤久保に開園
北松原第２公園がいよいよオープン協働のまちづくりフェア 2018 

地域デビューで楽しいまちづくりを

↓町長をはじめ、来賓の皆さんと一緒にテープカットを実施。↓ジ ョイ フ ル サ ウ ン ズ・ ジ ャ ズ・ オ ー ケ スト ラ の 皆 さ ん。

↓総合運動公園の管理事務所前で植樹と防災ブザーの寄贈を実施。

スマホをかざすと

写真が動く
紙面に掲載されている映写機マークがある写真をスマホでかざすと写真が
動く「AR」を導入しています。体験するには「Aurasma」アプリが必要で
す。導入方法などは町ホームページをご覧ください。『三芳町AR』で検索！

ＡＲ動画をダブルタップすると全画面表示になりま
すので、ずっとかざす必要はありません。 検索三芳町 AR

国内プロオーケストラの首席奏者ら
が集まる、三芳町のプロ・オーケス
トラ「ザ・シンフォニエッタみよし」。
3 月 4 日㈰に５回目となる公演がコ
ピスみよしで開催され、町内在住で
東京フィルハーモニー交響楽団のホ
ルン首席奏者の高橋臣宜さんも参
加。ロビーでは物産展「コピスマル
シェ」も開催し、芸術とともに三芳
の魅力を広める公演となりました。

第49回入間東部地区駅伝競走大会ザ・シンフォニエッタみよし

↑想いがギュッと詰まった襷を次の走
者に渡し、激走をみせます。

↑日本を代表するヴァイオリニスト荒井英
治さんがコンサートマスターを務めました。

寒さを吹き飛ばす
熱い走りとつないだ襷

たすき
芸術文化のまちづくり
コピスマルシェも開催

検索いいね三芳町

フォトニュースに掲載しきれないイベント
や写真は町の Facebook「いいね！三芳町。」
で配信中。ロゴがあるイベントは関連した
情報などを Facebook で公開しています。

三芳町
Facebook 公式アカウント

↓町内各小中学校の教育活動の充実に活用されます。↓地域を守る、三芳町消防団の新役員の皆さん。

町内小中学校の教育活動充実に 
三 芳 地 区 更 生 保 護 女 性 会 が 寄 付地域 のことは、自分 たちで 守る 

三 芳 町 消 防 団 の 新 役 員 が 決 定

3 月 8 日㈭、三芳地区更生保護女性会の皆さんが、募
金活動で集めたお金を、教育活動の充実のために役立
ててほしいと町内の各小中学校へ寄付し、教育長に報告
をしました。三芳地区更生保護女性会は日ごろから地域
における犯罪・非行の予防活動をはじめ、町内中学校の
家庭科のサポート。学校との連携も行い、地域の子ども
たちの健全育成支援活動を積極的に行っています。

他の職業に従事しながら災害時に消防署員と協力、地
域のために夜間巡回などの活動を行ってる三芳町消防
団の新役員を紹介します。（敬称略・○数字は分団）≪
前列左から / 鈴木信成本部員 / 鈴木秀幸副団長 / 清水
邦宏団長 / 小山幸宏副団長 / 武田崇本部員≫≪後列左
から各分団長①田畑裕孝 / ②靑木智 / ③鈴木一成 / ④
荒田信 / ⑤池上勝義≫

2 月 18 日 ㈰ に 進 学 塾 ク レ ア
presents 第 49 回入間東部地区
駅伝競走大会が開催されました。
今回から大きくコース変更され、
新しい富士見市南畑コース（1 周
3.9km × 5 区間 全 19.3km）を
95 チームが駆け抜け、気温も低
く強風が吹くなか、寒さを吹き飛
ばす熱い走りと沿道の熱い声援で
コースは熱気に包まれました。



 

我が子の笑顔を皆さんに届けてみませんか？小学校入学前のお子さんを募集しています。（町内在住者に限ります）
住所、氏名、連絡先、お子さんの名前 ( ふりがな）・生年月日を記入し、写真を郵送またはメール (2MB 以内 ) で送付ください。

窓口でも受け付けます。※過去に掲載したお子さんも、掲載後１年経過していれば掲載できます。（写真返却不可）

   　

 

写真
大募集！

ＱＲコードで簡単
に応募ができます

人口と世帯 ( 平成 30 年 2 月末現在 )
人口：38,338 人
( 男 19,199 人 / 女 19,139 人 )
世帯数：16,194 世帯

広報みよし　第 974 号 4 月 1 日発行
発行人 : 三芳町長　編集：秘書広報室　☎ 049-258-0019　
〒 354-8555 埼玉県三芳町藤久保 1100 番地 1　
広報配布について：シルバー人材センター☎ 049-258-7171

広報みよしの『取材・紙面編集・写真撮影・デザイン・レイアウト・文書作成・画像加工・校正』など印刷以外の作業は、全て広報担当職員が行っています。
AR（拡張現実）も『動画撮影・編集・ARへの同期作業』など全ての作業を広報担当職員が行い、印刷・製本以外の費用は一切かけずに、低コストで広報みよしをお届けしています。

広報みよしの『取材・紙面編集・写真撮影・デザイン・レイアウト・文書作成・画像加工・校正』など印刷以外の作業は、全て広報担当職員が行っています。
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＜郵送での申込み＞〒 354-8555 秘書広報「みよしのアイドル」係
< メールでの申込み >hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp まで クイズ ＆ アンケートＱ

▶広報クイズ

▶アンケート

〒 354-8555
秘書広報「広報 4 月号」係
< メールでの応募 >
hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp
件名→「広報4月号係」まで

「MIYOSHI ○○○ピアード」

■応募方法

スマホから
QR コ ー ド
で簡単にク
イズ応募で
きます。
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Q1　今月号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Q2　 取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください。　
Q3　 広報に関するご意見・ご感想、町内で活躍されている人、おすす

めのお店などありましたらお聞かせください。

Q. 

○に入る言葉を記入し「住所・氏名・年齢・アンケート・おたより・ペンネ
ーム」を書き、下記の方法でご応募ください。

（
前
回
の
答
え
） 
「
朋
子
」
。 

１
２
４ 

通
の
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募
が
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ま
し
た
。

今年度から2020年までの期間は何と位置付けられた？

クイズ正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。当選者には引換券を発送し
ます。（商品の発送はいたしません。）引換券を三芳町役場3階秘書室に持参し、
プレゼントと交換してください。

 

相良　文香ちゃん
　　　　　　　　　H28.8.1 生

印刷製本：岩岡印刷工業株式会社み よ

点字で「みよし」

し

この印刷物は、グリー
ン基準に適合した印
刷資材を使用して、グ
リーンプリンティング
認定工場が印刷した
環境配慮製品です。

この印刷製品は、
環境に配慮した
資材と工場で製
造されています。P-A10005
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●　●
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―　●
●　―
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―　●

二戸　映斗ちゃん
H28.1.28 生

川上　サラちゃん
H27.11.7 生

松川　敬則ちゃん
　　　　　　　　　H28.2.17 生

松川 陽向ちゃん　H25.11.4 生

心葉ちゃん　H28.1.1 生
菅野　朱里ちゃん
　　　　　　　　　H29.6.14 生

今回のプレゼントはコピスみよし1階に
ある福祉喫茶ハーモニーさん。
障がいのある人が活き活きと働く喫茶店
です。

【お店から】
新食感のメープルコーンと濃厚バニラ
とのハーモニー!!美味しいソフトクリ
ーム販売中です。ぜひお召し上がりく
ださい。

 今月のプレゼント（5名様)

福祉喫茶ハーモニー　
住所：藤久保1100-1コピスみよし1F　☎090-1843-1366

コーンの中までアイスが
ぎっしり詰まっています

福祉喫茶ハーモニー　ソフトクリーム

１
Ｆ


